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「継続企業の前提に関する重要事象等」の記載解消についてのお知らせ 
 

当社は、本日別途開示しました「令和５年12月期決算短信〔日本基準〕（連結）」において「継続企業の前提

に関する重要事象等」の記載を解消しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 

当社は、平成 27 年 12 月期より業績の不振を理由として当社の連結財務諸表及び連結計算書類に「継続企

業の前提に関する注記」及び「継続企業の前提に関する重要事象等」が付される状況が継続しておりました。

このうち 「継続企業の前提に関する注記」については黒字化の達成など業績改善の点を鑑みて令和４年 12

月期の通期決算短信において解消するに至りましたが、「継続企業の前提に関する重要事象等」については当

社単体業績の赤字が継続している点を鑑みて、依然として当社の継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる

ような事象又は状況が存在していると認識し、解消には至っておりませんでした。 

しかしながら、前事業年度である令和５年 12月期においても当社単体の営業損失は継続しているもの、過

去の業績状況と比較して営業損失額は減少している点に加え、当社グループ全体における現金及び預金の保

有状況等を鑑みて、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況は現時点で存在しないも

のと判断したことから、このたび本日別途開示しました「令和５年 12月期決算短信〔日本基準〕（連結）」に

おいて「継続企業の前提に関する重要事象等」の記載を解消することといたしました。 

 

株主様をはじめとする関係者の皆さまには長きに渡り大変ご心配をおかけしましたが、当社は更なる業績

向上と企業価値及び株主価値の拡大に努めてまいりますので、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上

げます。 
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